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和歌山県・岩出市立中央小学校・６年

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なりた),成田)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はる),悠)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(か),華)
　若草色、桜色、プラム色、うす藤色、紺色、桔きょう色、朱色・・・。
　これは、私が小さい頃からよく遊んでいる折り紙の色です。とてもきれいな色をしていて見ているだけでも楽しい気持ちになるすてきな折り紙です。小さい頃から大好きなこの折り紙が、お母さんから
「夏休みにこの作文を書いてみたらどう？」と言われたことで、私が今まで全く知らなかったことを考えるきっかけになりました。
　最初、お母さんから作文の話を聞いて、「社会を明るくする運動」について書かれている文を読みましたが、犯罪や非行のない社会と言われても、私は幸い今まで犯罪や非行にまきこまれたこともなく、また、周りにそのような人もいないのでどう書いていいのか分かりませんでした。だから、お母さんがどうしてこの作文を書くように言ったのかが不思議でした。するとお母さんが、私が大好きな折り紙が受刑者の社会復帰に向けた職業訓練のために作られている物の一つだと話してくれました。
　お母さんから聞いて、自分で調べてみるとこの折り紙は「きょう正展」で売られていたものだと分かりました。折り紙の他にも、文ぼう具や食器、家具といった幅広い商品を受刑者が作り、はん売しているとのことでした。
私はとてもおどろきました。今までの生活で、刑務所とは全く関わりがないと思っていたのに、こんなに身近なところでつながりがあったからです。そして、このような活動が受刑者の社会復帰に役立っているのだと初めて知りました。
　もしかしたら、「きょう正展」と聞いても私のようによく分からない人もいるかもしれません。しかし、私たちがこの「きょう正展」の商品をこう入することは、受刑者の社会復帰のための支えんにもなっているということが分かりました。
　犯罪を犯すことは、たとえどんな理由があったとしても許されることではありません。しかし、自分の罪に対してきちんと反省し、向き合うことは大きな意味があると思います。また、受刑者にとっては自分の周りには、たくさんの人が社会復帰を支え、関わってくれていることを忘れずに過ごすことも大切だと思いました。悪いことをした事実は消えることもなく、許されることではないけれど、しっかりと自分を見つめ直し、罪をつぐなった人が以前の日常にもどれることこそが犯罪や非行のない社会には必要なのではないかと思いました。
　でも、このように努力して社会復帰した人に対してあたたかくむかえてくれるかん境ばかりではないのかもしれません。どんなにがんばっても受け入れてもらえないことは、本当につらいと思います。せっかく社会復帰ができたのに、つらい気持ちに支配され、自分の周りはまっ暗なやみにつつまれていると思って生活するのではなく、私の大好きな折り紙のようにきれいな色でできた虹の光が差す明るい場所で全ての人が生きていけるように、そして、もう二度と犯罪という道を選ぶことのないように支えんの輪を広げていけるような社会になればいいなと思います。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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